
















要約:学習障害児の聴覚的認知能力の評価のため音の方向感自動記録装置を用いて検討し

た。

1.小学校 3 年生以上の視覚型 1 例,聴覚型 3 例の学習障害児について健常児と比較検討し

た。

2.時間差音像定位の成績の方が強度差音像定位より良好なものがあった。

3.検査の意味を理解しきちんと検査ができるようになってからも短時間で検査に集中でき

なくなりデータの悪化する例があった。

4.視覚型の 1 例は正常の結果であったが,聴覚型の 3 例ではいずれも検査成績は異常であ

った。

5.簡易聴力検査としても,学習障害に見られる中枢病変の機序を考察する上でも,注意力の

指標としても有意義な検査の一つと考えられた。


